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令和３年 千葉県鉱工業指数年報の概況 
 

 

 

 

 
 

概 況 
 
 
 

令和３年の千葉県鉱工業指数をみると,生産指数は,９４．７で前年比３．２％と３年ぶりの上昇,出

荷指数は，９５．２で同４．３％と３年ぶりの上昇，在庫指数は，９７．０で同７．５％と３年ぶりの

上昇，在庫率指数は，１０９．７で同△４．４％と５年ぶりの低下となりました。 

令和３年を四半期別にみると，生産指数は，Ⅰ期・Ⅲ期が低下，Ⅱ期・Ⅳ期が上昇となりました。出

荷指数は，Ⅰ期・Ⅲ期が低下，Ⅱ期・Ⅳ期が上昇となりました。在庫指数は，Ⅰ期・Ⅳ期が低下,Ⅱ期・

Ⅲ期が上昇となりました。在庫率指数は,Ⅰ期・Ⅱ期が低下,Ⅲ期・Ⅳ期が上昇となりました。 

令和３年の生産と在庫の関係を在庫局面でみると，Ⅰ期は「意図せざる在庫減局面」に位置し，Ⅱ

期は「在庫積み増し局面」に位置し，Ⅲ期・Ⅳ期は「在庫積み上がり局面」に位置しました。 

                              （第１図・第２図・第１表参照） 

      

第１表 千葉県鉱工業指数及び前年比・前期比増減率 

    

※暦年指数値は原指数，四半期指数値は季節調整済指数 

    

－ 生産・出荷・在庫は上昇，在庫率は低下 － 

特 集 

短期経済観測の資料とするため，毎月「千葉県鉱工業指数月報」を発行
し，鉱工業の生産・出荷・在庫・在庫率指数を公表しております。 
 このたび，年間補正及び季節指数の改定を行った上で，令和３年の１年
間の動向を年報として公表しましたので紹介します。 

（平成２７年基準） 
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（１）生産の動向 
 

－ １１業種が上昇，５業種が低下 － 

 

令和３年の生産指数は，９４．７で前年比３．２％と３年ぶりの上昇となりました。 
   業種別にみると，電気・情報通信機械工業（前年比２３．９％），鉄鋼業（同２３．３％），生産

用機械工業(同１２.６％)等の１１業種が上昇し，輸送機械工業（同△４４．１％），電子部品・デ

バイス工業（同△３２．６％），石油・石炭製品工業（同△５．１％）等の５業種が低下しました。 

（第３図参照） 

 

0 ウェイト

１．横軸は業種別ウェイトの構成比，縦軸は各業種の生産指数の前年比増減率を表している。

２．グラフの中の数値は，各業種の前年比増減率である。

３．グラフ中の面積（　　　 部分）は，各業種の大小が指数全体の増減率に与える影響を表している。

４．グラフ中の業種名は，次の通り略している。

　　[鉄鋼]…鉄鋼業　　[非鉄]…非鉄金属工業　　[金属]…金属製品工業　　[生産用]…生産用機械工業

　　[汎用]…汎用・業務用機械工業　　[電子部品]…電子部品・デバイス工業　　[電気]…電気・情報通信機械工業

　　[輸送]…輸送機械工業　　[窯業]…窯業・土石製品工業　　[化学]…化学工業　　[石油]…石油・石炭製品工業

　　[プラスチック]…プラスチック製品工業　　[紙]…紙・紙加工品工業　　[食料品]…食料品工業

 　 [その他]…その他工業
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（２）出荷の動向 
 

－ １１業種が上昇，５業種が低下 － 

 

令和３年の出荷指数は，９５．２で前年比４．３％と３年ぶりの上昇となりました。 
業種別にみると，鉄鋼業（前年比２０．３％），電気・情報通信機械工業（同１８．０％），生産用

機械工業(同１２.８％)等の１１業種が上昇し，輸送機械工業（同△３７．７％），電子部品・デバ

イス工業（同△３４．１％），石油・石炭製品工業（同△４．６％）等の５業種が低下しました。 

（第４図参照）  

 

 

0 ウェイト

１．横軸は業種別ウェイトの構成比，縦軸は各業種の出荷指数の前年比増減率を表している。

２．グラフの中の数値は，各業種の前年比増減率である。

３．グラフ中の面積（　　　 部分）は，各業種の大小が指数全体の増減率に与える影響を表している。

４．グラフ中の業種名は，次の通り略している。

　　[鉄鋼]…鉄鋼業　　[非鉄]…非鉄金属工業　　[金属]…金属製品工業　　[生産用]…生産用機械工業

　　[汎用]…汎用・業務用機械工業　　[電子部品]…電子部品・デバイス工業　　[電気]…電気・情報通信機械工業

　　[輸送]…輸送機械工業　　[窯業]…窯業・土石製品工業　　[化学]…化学工業　　[石油]…石油・石炭製品工業

　　[プラスチック]…プラスチック製品工業　　[紙]…紙・紙加工品工業　　[食料品]…食料品工業

 　 [その他]…その他工業

  第４図 業種別出荷指数の前年比増減率
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（３）在庫の動向 
 

－ ８業種が上昇，４業種が低下 － 

 

令和３年の在庫指数は，９７．０で前年比７．５％と３年ぶりの上昇となりました。 

業種別にみると，非鉄金属工業（前年比７６．２％），プラスチック製品工業（同２５．０％），

生産用機械工業（同２２．７％）等の８業種が上昇し，石油・石炭製品工業（同△１４．０％），

金属製品工業（同△１２．８％），汎用・業務用機械工業（同△４．０％）等の４業種が低下し

ました。 

（第５図参照）   

 

 

 
 

 

0 ウェイト

１．横軸は業種別ウェイトの構成比，縦軸は各業種の在庫指数の前年比増減率を表している。

２．グラフの中の数値は，各業種の前年比増減率である。

３．グラフ中の面積（　　　 部分）は，各業種の大小が指数全体の増減率に与える影響を表している。

４．グラフ中の業種名は，次の通り略している。

　　[鉄鋼]…鉄鋼業　　[非鉄]…非鉄金属工業　　[金属]…金属製品工業　　[生産用]…生産用機械工業

　　[汎用]…汎用・業務用機械工業　　[窯業]…窯業・土石製品工業　　[化学]…化学工業　　

　　[石油]…石油・石炭製品工業　　[プラスチック]…プラスチック製品工業　　[紙]…紙・紙加工品工業　　

　　[食料品]…食料品工業　　 [その他]…その他工業

第５図 業種別在庫指数の前年比増減率
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利   用   上   の   注   意 

１ 基準時 

  平成２７年（２０１５年）を基準年としています。 

  指数値は，平成２７年＝１００.０とした数量指数で表示し，ウェイトは平成２７年の産業構造によっ

て算出しています。 

 

２ 用語の表示 

「鉱工業生産指数」，「鉱工業生産者出荷指数」，「鉱工業生産者製品在庫指数」，「鉱工業生産者製

品在庫率指数」をそれぞれ「生産指数」，「出荷指数」，「在庫指数」，「在庫率指数」と略記しています。 

 また，「１～３月期」，「４～６月期」，「７～９月期」，「１０～１２月期」をそれぞれ「Ⅰ期」，

「Ⅱ期」，「Ⅲ期」，「Ⅳ期」と略記しています。    

なお，平成３１年・令和元年第Ⅱ四半期（４月～６月期）は「元年Ⅱ期」と表記しています。 

 

３ 指数値等の表示方法  

（１）指数値は，暦年別及び四半期別に算出し，表示しています。 

（２）暦年指数値及び前年比は，原指数によって算出し，表示しています。 

（暦年指数値は，１～１２月各月の平均指数値です。ただし，在庫指数は，年末の指数値です。） 

（３）四半期指数値及び前期比は，季節調整済指数によって算出し,表示しています。     

（四半期指数値は，期内各月の平均指数値です。ただし，在庫指数は，期末の指数値です。） 

（４）各数値の掲載単位未満は，すべて四捨五入しています。 


